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(57)【要約】
【課題】コンテンツ提供システムを提供する。
【解決手段】本発明は、ユーザーがアクセスポイントの
設置された領域に進入するとき、前記ＡＰ情報によって
、前記進入したコンテンツ提供領域に対応するコンテン
ツを自動的にユーザー端末を介して提供する、アクセス
ポイントを利用した進入領域コンテンツ自動提供システ
ム及び方法を提供する。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｗｉ－Ｆｉ領域が任意のコンテンツ提領域をカバーするように設置され、アクセスポイ
ント情報を提供する多数のアクセスポイントと、
　少なくとも一つのコンテンツ提供領域に対するコンテンツを持っており、コンテンツ要
求がある場合には要求されたコンテンツを提供する少なくとも一つのコンテンツ提供部と
、
　コンテンツ提供領域に設置されるアクセスポイントそれぞれに対するアクセスポイント
情報別のコンテンツ情報を格納して管理し、アクセスポイント情報を含むコンテンツ照会
要求信号が受信される場合には前記アクセスポイント情報に対応するコンテンツ情報を提
供する無線ＬＡＮ情報管理部と、
　前記アクセスポイントを検出し、前記アクセスポイントのアクセスポイント情報に対応
するコンテンツ情報を獲得して、前記コンテンツ情報に対応するコンテンツ提供部に接続
した後、該当コンテンツをダウンロードして実行するユーザー端末とを含んでなることを
特徴とする、アクセスポイントを利用した進入領域コンテンツ自動提供システム。
【請求項２】
　前記ユーザー端末は、
　アクセスポイント情報別のコンテンツを格納する格納部と、
　任意のアクセスポイントから送信された無線信号を受信し、受信された無線信号に含ま
れているアクセスポイント情報を検出して出力する無線通信部と、
　前記無線通信部を介したアクセスポイントの検出の際に、前記アクセスポイントのアク
セスポイント情報に対応するコンテンツ情報を獲得し、前記コンテンツ情報に対応するコ
ンテンツ提供部に接続した後、該当コンテンツをダウンロードして実行する制御部とを含
むことを特徴とする、請求項１に記載のアクセスポイントを利用した進入領域コンテンツ
自動提供システム。
【請求項３】
　前記無線通信部は、
　任意のアクセスポイントと無線信号を送受信し、受信された無線信号を復調して出力す
る送受信部と、
　前記アクセスポイントから受信される無線信号のＲＳＳＩを測定して出力するＲＳＳＩ
測定部とを含み、
　前記制御部は、
　前記復調されたデータからアクセスポイント情報を検出して出力するアクセスポイント
検出部と、
　前記アクセスポイント検出部を介してアクセスポイントが検出されると、前記ＲＳＳＩ
測定部で測定された前記受信無線信号のＲＳＳＩが所定の領域進入基準値より大きいかを
判断して、コンテンツ提供領域に進入したか否かを判断する進入検出部と、
　前記コンテンツ提供領域進入判断の際に、無線通信部を介して、アクセスポイント情報
を含む前記コンテンツ照会要求信号を無線ＬＡＮ情報管理部へ伝送し、これに対する応答
としてコンテンツ情報を受信するコンテンツ照会部と、
　前記受信されたコンテンツ情報に対応するコンテンツ提供部に接続し、該当コンテンツ
をダウンロードして前記格納部に格納した後で実行するコンテンツ実行部とを含むことを
特徴とする、請求項２に記載のアクセスポイントを利用した進入領域コンテンツ自動提供
システム。
【請求項４】
　前記無線通信部は、
　任意のアクセスポイントと無線信号を送受信し、受信された無線信号を復調して出力す
る送受信部と、
　前記アクセスポイントから受信される無線信号のＲＳＳＩを測定して出力するＲＳＳＩ
測定部とを含み、
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　前記制御部は、
　前記復調されたデータからアクセスポイント情報を検出して出力するアクセスポイント
検出部と、
　前記アクセスポイント検出部を介してアクセスポイントが検出されると、前記ＲＳＳＩ
測定部で測定された前記受信無線信号のＲＳＳＩが所定の領域進入基準値より大きいかを
判断して、コンテンツ提供領域に進入したか否かを判断する進入検出部と、
　コンテンツ提供領域情報更新イベントの発生の際に、無線通信部を介して無線ＬＡＮ情
報管理部に、コンテンツ提供領域の領域情報およびアクセスポイント情報を含むコンテン
ツ提供領域情報を含むコンテンツ提供領域情報リストを要求し、受信して格納し、前記コ
ンテンツ提供領域進入判断の際に検出されたアクセスポイント情報と一致するアクセスポ
イント情報を含むコンテンツ提供領域情報が前記コンテンツ提供情報リストにあるか否か
を判断するコンテンツ照会部と、
　前記検出されたアクセスポイント情報と一致するアクセスポイント情報を持つコンテン
ツ提供領域情報があれば、前記コンテンツ提供領域情報のコンテンツ情報に対応するコン
テンツ提供部に接続し、該当コンテンツをダウンロードして前記格納部に格納した後で実
行するコンテンツ実行部とを含むことを特徴とする、請求項２に記載のアクセスポイント
を利用した進入領域コンテンツ自動提供システム。
【請求項５】
　前記ユーザー端末は、
　ジャイロセンサー、加速度センサーおよび地磁気センサーの少なくとも１つを含むセン
サー部をさらに含み、
　前記制御部は、
　前記センサー部で測定されたセンシング値に基づいて、ユーザー端末の移動有無の判断
からユーザーの移動有無を判断する移動判断部と、前記移動判断部でユーザーが停止状態
であると判断されると、前記無線通信部を非活性化させ、ユーザーが移動中であると判断
されると、前記無線通信部を活性化させる電源管理部とをさらに含むことを特徴とする、
請求項３または４に記載のアクセスポイントを利用した進入領域コンテンツ自動提供シス
テム。
【請求項６】
　前記ユーザー端末は、
　ＧＰＳ衛星から受信されるそれぞれの位置データおよび絶対時刻データを用いてユーザ
ー端末の現在位置を測定するＧＰＳモジュールをさらに含み、
　前記制御部の移動判断部は、
　前記ＧＰＳモジュールが活性化されていると、前記ＧＰＳモジュールを介して室内か室
外かをさらに判断し、
　前記電源管理部は、
　前記ＧＰＳモジュールを介して室外と判断されると、前記無線通信部を非活性化させ、
室内と判断されると、前記無線通信部を活性化させることを特徴とする、請求項５に記載
のアクセスポイントを利用した進入領域コンテンツ自動提供システム。
【請求項７】
　前記ユーザー端末は、
　表示部と、
　ホームボタンおよび画面オン／オフ切替ボタンを有する入力部とをさらに含み、
　前記制御部の電源管理部は、
　前記表示部の画面がオフされた状態で前記無線通信部を非活性化させ、前記ホームボタ
ンの入力および画面オン／オフ切替ボタンによる画面オフ状態で画面がオンされる場合、
前記無線通信部を活性化させることを特徴とする、請求項３または４に記載のアクセスポ
イントを利用した進入領域コンテンツ自動提供システム。
【請求項８】
　前記格納部は、
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　省電源モード自動切替設定時間を格納し、
　前記制御部は、
　現在時刻を計算するタイマーをさらに含み、現在時刻が前記省電源モード自動切替設定
時間であれば、前記無線通信部を非活性化させ、現在時刻が前記省電源モード自動切替設
定時間でなければ、前記無線通信部を活性化させることを特徴とする、請求項３または４
に記載のアクセスポイントを利用した進入領域コンテンツ自動提供システム。
【請求項９】
　前記ユーザー端末に対するユーザー同意情報を受信して管理するビッグデータ管理部を
さらに含み、
　前記ユーザー端末は、
　前記コンテンツの実行中または実行完了後にユーザー同意情報を前記ビッグデータ管理
部へ提供することを特徴とする、請求項１に記載のアクセスポイントを利用した進入領域
コンテンツ自動提供システム。
【請求項１０】
　前記ユーザー同意情報は、ユーザーが同意したユーザー情報、およびユーザーが進入し
たコンテンツ提供領域に対するコンテンツ提供領域情報を含むことを特徴とする、請求項
９に記載のアクセスポイントを利用した進入領域コンテンツ自動提供システム。
【請求項１１】
　前記アクセスポイント情報はＳＳＩＤ、およびＭＡＣアドレスを含むことを特徴とする
、請求項１に記載のアクセスポイントを利用した進入領域コンテンツ自動提供システム。
【請求項１２】
　前記コンテンツ情報は、コンテンツ提供領域に対応するアプリ識別情報、メンバーシッ
プカード情報およびＵＲＬ情報の少なくとも一つであることを特徴とする、請求項１に記
載のアクセスポイントを利用した進入領域コンテンツ自動提供システム。
【請求項１３】
　前記コンテンツ情報がアプリ識別情報であれば、ユーザー端末は、
　前記アプリ識別情報に対応するアプリがインストールされているか否かを判断し、イン
ストールされていない場合には該当コンテンツ提供部から当該アプリをダウンロードして
インストールすることを特徴とする、請求項１２に記載のアクセスポイントを利用した進
入領域コンテンツ自動提供システム。
【請求項１４】
　ユーザー端末がＡＰを検出するとき、検出されたＡＰのＡＰ情報に対応するコンテンツ
情報を獲得するコンテンツ情報獲得過程と、
　前記ユーザー端末が前記獲得されたコンテンツ情報に対応するコンテンツ提供部に接続
し、前記コンテンツ情報に対応するコンテンツをダウンロードして実行するコンテンツ実
行過程とを含んでなることを特徴とする、アクセスポイントを利用した進入領域コンテン
ツ自動提供方法。
【請求項１５】
　前記コンテンツ獲得過程は、
　コンテンツ提供領域情報更新イベントの発生の際に、無線ＬＡＮ情報管理部に、コンテ
ンツ情報を含むコンテンツ領域情報およびＡＰ情報を含む多数のコンテンツ提供領域情報
を含むコンテンツ提供領域情報リストを要求するコンテンツ提供領域情報リスト要求段階
と、
　前記要求に対して無線ＬＡＮ情報管理部からコンテンツ提供領域情報リストをダウンロ
ードして格納部に格納するダウンロード段階とを含むことを特徴とする、請求項１４に記
載のアクセスポイントを利用した進入領域コンテンツ自動提供方法。
【請求項１６】
　前記コンテンツ獲得過程は、
　ＡＰの検出の際に前記検出されたＡＰのＡＰ情報を含むコンテンツ照会要求信号を生成
して無線ＬＡＮ情報管理部へ伝送するコンテンツ照会要求段階と、
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　前記要求に対して前記無線ＬＡＮ情報管理部から前記ＡＰ情報に対応するコンテンツ情
報を受信して獲得するコンテンツ情報獲得段階とを含むことを特徴とする、請求項１４に
記載のアクセスポイントを利用した進入領域コンテンツ自動提供方法。
【請求項１７】
　前記コンテンツ照会要求段階は、
　ユーザー端末の制御部が無線通信部を介して任意のＡＰからの無線信号の受信有無によ
ってＡＰを検出するＡＰ検出段階と、
　ＡＰ検出の際に前記ＡＰから受信された無線信号のＲＳＳＩを測定し、測定されたＲＳ
ＳＩが所定のコンテンツ提供領域進入基準値より大きいかを比較して、ユーザー端末がコ
ンテンツ提供領域に進入したか否かを判断するコンテンツ提供領域進入判断段階と、
　前記コンテンツ提供領域に進入したと判断される場合、前記コンテンツ照会を要求する
コンテンツ照会段階とを含むことを特徴とする、請求項１６に記載のアクセスポイントを
利用した進入領域コンテンツ自動提供方法。
【請求項１８】
　前記コンテンツ照会要求段階は、
　前記コンテンツ提供領域進入判断段階でコンテンツ提供領域に進入したと判断されると
、検出されたＡＰのＡＰ情報に対するコンテンツが格納部に予め格納されているか否かを
判断するコンテンツ格納有無判断段階をさらに含み、
　前記ＡＰ情報に対するコンテンツが格納部に格納されている場合には、格納されたコン
テンツを実行し、格納されていない場合には、前記コンテンツ照会要求段階を行うことを
特徴とする、請求項１７に記載のアクセスポイントを利用した進入領域コンテンツ自動提
供方法。
【請求項１９】
　コンテンツ実行過程は、
　前記ユーザー端末が、前記コンテンツ情報が受信されると、前記コンテンツ情報のコン
テンツがアプリであるか否かを判断するアプリ判断段階と、
　前記アプリ判断段階で前記コンテンツ情報のコンテンツがアプリであれば、以前インス
トール有無を検査するアプリインストール判断段階と、
　前記アプリがインストールされていない場合には、前記コンテンツ情報に対応するコン
テンツ提供部に接続して前記コンテンツ情報に対応するコンテンツたるアプリをダウンロ
ードするコンテンツダウンロード段階と、
　前記ダウンロードしたアプリをインストールするアプリインストール段階と、
　前記インストールされたアプリを実行するアプリ実行段階とを含むことを特徴とする、
請求項１４に記載のアクセスポイントを利用した進入領域コンテンツ自動提供方法。
【請求項２０】
　現在状態が省電源モードであるか省電源解除モードであるかを判断し、省電源モードで
あれば、無線通信部を非活性化させ、省電源解除モードであれば、無線通信部を活性化さ
せる省電源モード過程をさらに含み、
　前記コンテンツ情報獲得過程およびコンテンツ実行過程は、前記省電源解除モードで行
われることを特徴とする、請求項１４に記載のアクセスポイントを利用した進入領域コン
テンツ自動提供方法。
【請求項２１】
　前記省電源モード設定過程は、
　省電源モードか省電源解除モードかを判断する省電源モード判断段階と、
　前記設定された省電源モードの設定に応じて無線通信部を活性化および非活性化させる
無線通信部活性／不活性段階とを含むことを特徴とする、請求項２０に記載のアクセスポ
イントを利用した進入領域コンテンツ自動提供方法。
【請求項２２】
　前記省電源モード判断段階は、
　センサー部を介してユーザー端末の移動によるセンシング値を収集するセンシング値収
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集段階と、
　前記収集されたセンシング値によって、ユーザー端末の移動有無からユーザーの移動医
務を間接的に判断するユーザー移動判断段階と、
　前記ユーザーが移動中であれば、省電源解除モードを設定し、ユーザーが停止状態であ
れば、省電源モードを設定する省電源モード設定段階とを含むことを特徴とする、請求項
２１に記載のアクセスポイントを利用した進入領域コンテンツ自動提供方法。
【請求項２３】
　前記省電源モード判断段階は、
　表示部の画面がオフされた状態であるか否かを判断する画面オフ検出段階と、
　前記画面がオフされた状態で、入力部からホームボタン信号または画面切替ボタン信号
が入力されるかを判断する画面オン検出段階と、
　前記画面がオフ状態であれば省電源モードを設定し、前記画面がオン状態であれば省電
源解除モードを設定する省電源モード設定段階とを含むことを特徴とする、請求項２１に
記載のアクセスポイントを利用した進入領域コンテンツ自動提供方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コンテンツ提供システムに係り、より詳しくは、ユーザーがアクセスポイン
ト（Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｏｉｎｔ：ＡＰ）の設置された領域（以下、「コンテンツ提供領域
」という）に進入するとき、前記ＡＰの情報（以下、「ＡＰ情報」という）によって、前
記進入したコンテンツ提供領域に対応するコンテンツを自動的にユーザー端末を介して提
供する、アクセスポイントを利用した進入領域コンテンツ自動提供システム及び方法に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、無線ＬＡＮ技術は、ケーブルを用いて端末装置を接続して通信する従来のロー
カルアクセスネットワーク（Ｌｏｃａｌ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ：ＬＡＮ）技術
とは異なり、一定距離にある端末同士の間でケーブルなしにワイヤレスでデータを送受信
することができる網技術であって、技術の標準としてはＩＥＥＥ８０２．１１、ＩＥＥＥ
８０２．１１ａ、ＩＥＥＥ８０２．１１ｂ、ＩＥＥＥ８０２．１１ｇ、ＩＥＥＥ８０２．
１１ｎなどがある。
【０００３】
　一方、最近では、無線ＬＡＮが事業的に流行っており、価格も安くなっている。これに
加え、無線ＬＡＮ機能を持つスマートフォンやスマートパッドなどのスマート機器、無線
ＬＡＮ機能を持つ個人補助端末（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｏｃｉａｔ
ｏｒ：ＰＤＡ）、無線ＬＡＮ機能を持つノートパソコンやタブレットなどの様々なモバイ
ル端末であるユーザー端末の普及率が急速に増加した。
【０００４】
　特に、スマート機器の普及が拡散するにつれて、無線ＬＡＮ技術を利用した関連技術も
急速に発展しており、無線ＬＡＮ技術およびスマート機器を利用した様々なサービスシス
テムが開発されている。このようなサービスシステムとしては、ＷｉＦｉ測位システム（
ＷｉＦｉ　Ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ：以下「ＷＰＳ」という。）、および
情報、アプリケーション、静止画像、動画像などの様々なコンテンツを提供するコンテン
ツ提供システムがある。ＷＰＳは、無線ＡＰ情報を取得する技術、取得したＡＰ情報を最
適化してデータベース（Ｄａｔａｂａｓｅ）を構築する技術、ユーザーのモバイル端末か
ら必要な情報を取得する技術、および取得した無線ＡＰ情報と構築されたデータベース内
の情報とを比較して該当端末機器の位置を把握する技術などで構成されている。
【０００５】
　ところが、該当位置をベースとするサービスの提供は、データベースを構築および維持
するために多くの時間および費用を必要とするので、商用化に多くの費用がかかり、サー
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ビス品質を維持するためにも多くの費用がかかるという問題点がある。
【０００６】
　また、コンテンツ提供システムは、ユーザーが特定のコンテンツを要求する場合にのみ
情報を提供する受動的な情報提供システムであって、ユーザーがいちいち該当コンテンツ
を検索しなければならないので不便であり、該当情報の検索にも多くの時間がかかるとい
う問題点があった。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　そこで、本発明の目的は、ユーザーがアクセスポイント（Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｏｉｎｔ：
ＡＰ）の設置されたコンテンツ提供領域に進入するとき、前記ＡＰの情報（以下、「ＡＰ
情報」という）によって、前記進入したコンテンツ提供領域に対応するコンテンツを自動
的にユーザー端末を介して提供する、アクセスポイントを利用した進入領域コンテンツ自
動提供システムおよび方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するための本発明のアクセスポイントを利用した進入領域コンテンツ自
動提供システムは、Ｗｉ－Ｆｉ領域が任意のコンテンツ提領域をカバーするように設置さ
れ、アクセスポイント情報を提供する多数のアクセスポイントと、少なくとも一つのコン
テンツ提供領域に対するコンテンツを持っており、コンテンツ要求がある場合には要求さ
れたコンテンツを提供する少なくとも一つのコンテンツ提供部と、コンテンツ提供領域に
設置されるアクセスポイントそれぞれに対するアクセスポイント情報別のコンテンツ情報
を格納して管理し、アクセスポイント情報を含むコンテンツ照会要求信号が受信される場
合には前記アクセスポイント情報に対応するコンテンツ情報を提供する無線ＬＡＮ情報管
理部と、前記アクセスポイントを検出し、前記アクセスポイントのアクセスポイント情報
に対応するコンテンツ情報を獲得して、前記コンテンツ情報に対応するコンテンツ提供部
に接続した後、該当コンテンツをダウンロードして実行するユーザー端末とを含んでなる
ことを特徴とする。
【０００９】
　前記ユーザー端末は、アクセスポイント情報別のコンテンツを格納する格納部と、任意
のアクセスポイントから送信された無線信号を受信し、受信された無線信号に含まれてい
るアクセスポイント情報を検出して出力する無線通信部と、前記無線通信部を介したアク
セスポイントの検出の際に、前記アクセスポイントのアクセスポイント情報に対応するコ
ンテンツ情報を獲得し、前記コンテンツ情報に対応するコンテンツ提供部に接続した後、
該当コンテンツをダウンロードして実行する制御部とを含むことを特徴とする。
【００１０】
　前記無線通信部は、任意のアクセスポイントと無線信号を送受信し、受信された無線信
号を復調して出力する送受信部と、前記アクセスポイントから受信される無線信号のＲＳ
ＳＩを測定して出力するＲＳＳＩ測定部とを含み、前記制御部は、前記復調されたデータ
からアクセスポイント情報を検出して出力するアクセスポイント検出部と、前記アクセス
ポイント検出部を介してアクセスポイントが検出されると、前記ＲＳＳＩ測定部で測定さ
れた前記受信無線信号のＲＳＳＩが所定の領域進入基準値より大きいかを判断して、コン
テンツ提供領域に進入したか否かを判断する進入検出部と、前記コンテンツ提供領域進入
判断の際に、無線通信部を介して、アクセスポイント情報を含む前記コンテンツ照会要求
信号を無線ＬＡＮ情報管理部へ伝送し、これに対する応答としてコンテンツ情報を受信す
るコンテンツ照会部と、前記受信されたコンテンツ情報に対応するコンテンツ提供部に接
続し、該当コンテンツをダウンロードして前記格納部に格納した後で実行するコンテンツ
実行部とを含むことを特徴とする。
【００１１】
　前記無線通信部は、任意のアクセスポイントと無線信号を送受信し、受信された無線信
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号を復調して出力する送受信部と、前記アクセスポイントから受信される無線信号のＲＳ
ＳＩを測定して出力するＲＳＳＩ測定部とを含み、前記制御部は、前記復調されたデータ
からアクセスポイント情報を検出して出力するアクセスポイント検出部と、前記アクセス
ポイント検出部を介してアクセスポイントが検出されると、前記ＲＳＳＩ測定部で測定さ
れた前記受信無線信号のＲＳＳＩが所定の領域進入基準値より大きいかを判断して、コン
テンツ提供領域に進入したか否かを判断する進入検出部と、コンテンツ提供領域情報更新
イベントの発生の際に、無線通信部を介して無線ＬＡＮ情報管理部に、コンテンツ提供領
域の領域情報およびアクセスポイント情報を含むコンテンツ提供領域情報を含むコンテン
ツ提供領域情報リストを要求し、受信して格納し、前記コンテンツ提供領域進入判断の際
に検出されたアクセスポイント情報と一致するアクセスポイント情報を含むコンテンツ提
供領域情報が前記コンテンツ提供情報リストにあるか否かを判断するコンテンツ照会部と
、前記検出されたアクセスポイント情報と一致するアクセスポイント情報を持つコンテン
ツ提供領域情報があれば、前記コンテンツ提供領域情報のコンテンツ情報に対応するコン
テンツ提供部に接続し、該当コンテンツをダウンロードして前記格納部に格納した後で実
行するコンテンツ実行部とを含むことを特徴とする。
【００１２】
　前記ユーザー端末は、ジャイロセンサー、加速度センサーおよび地磁気センサーの少な
くとも１つを含むセンサー部をさらに含み、前記制御部は、前記センサー部で測定された
センシング値に基づいて、ユーザー端末の移動有無の判断からユーザーの移動有無を判断
する移動判断部と、前記移動判断部でユーザーが停止状態であると判断されると、前記無
線通信部を非活性化させ、ユーザーが移動中であると判断されると、前記無線通信部を活
性化させる電源管理部とをさらに含むことを特徴とする。
【００１３】
　前記ユーザー端末は、ＧＰＳ衛星から受信されるそれぞれの位置データおよび絶対時刻
データを用いてユーザー端末の現在位置を測定するＧＰＳモジュールをさらに含み、前記
制御部の移動判断部は、前記ＧＰＳモジュールが活性化されていると、前記ＧＰＳモジュ
ールを介して室内か室外かをさらに判断し、前記電源管理部は、前記ＧＰＳモジュールを
介して室外と判断されると、前記無線通信部を非活性化させ、室内と判断されると、前記
無線通信部を活性化させることを特徴とする。
【００１４】
　前記ユーザー端末は、表示部と、ホームボタンおよび画面オン／オフ切替ボタンを有す
る入力部とをさらに含み、前記制御部の電源管理部は、前記表示部の画面がオフされた状
態で前記無線通信部を非活性化させ、前記ホームボタンの入力および画面オン／オフ切替
ボタンによる画面オフ状態で画面がオンされる場合、前記無線通信部を活性化させること
を特徴とする。
【００１５】
　前記格納部は、省電源モード自動切替設定時間を格納し、前記制御部は、現在時刻を計
算するタイマーをさらに含み、現在時刻が前記省電源モード自動切替設定時間であれば、
前記無線通信部を非活性化させ、現在時刻が前記省電源モード自動切替設定時間でなけれ
ば、前記無線通信部を活性化させることを特徴とする。
【００１６】
　前記ユーザー端末に対するユーザー同意情報を受信して管理するビッグデータ管理部を
さらに含み、前記ユーザー端末は、前記コンテンツの実行される途中でまたは実行完了後
にユーザー同意情報を前記ビッグデータ管理部へ提供することを特徴とする。
【００１７】
　前記ユーザー同意情報は、ユーザーが同意したユーザー情報、およびユーザーが進入し
たコンテンツ提供領域に対するコンテンツ提供領域情報を含むことを特徴とする。
【００１８】
　前記アクセスポイント情報は、ＳＳＩＤ、およびＭＡＣアドレスを含むことを特徴とす
る。
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【００１９】
　前記コンテンツ情報は、コンテンツ提供領域に対応するアプリ識別情報、メンバーシッ
プカード情報およびＵＲＬ情報の少なくとも一つであることを特徴とする。
【００２０】
　前記コンテンツ情報がアプリ識別情報であれば、ユーザー端末は、前記アプリ識別情報
に対応するアプリがインストールされているか否かを判断し、インストールされていない
場合には該当コンテンツ提供部から当該アプリをダウンロードしてインストールすること
を特徴とする。
【００２１】
　上記目的を達成するための本発明のアクセスポイントを利用した進入領域コンテンツ自
動提供方法は、ユーザー端末がＡＰを検出するとき、検出されたＡＰのＡＰ情報に対応す
るコンテンツ情報を獲得するコンテンツ情報獲得過程と、前記ユーザー端末が前記獲得さ
れたコンテンツ情報に対応するコンテンツ提供部に接続し、前記コンテンツ情報に対応す
るコンテンツをダウンロードして実行するコンテンツ実行過程とを含んでなることを特徴
とする。
【００２２】
　前記コンテンツ獲得過程は、コンテンツ提供領域情報更新イベントの発生の際に無線Ｌ
ＡＮ情報管理部に、コンテンツ情報を含むコンテンツ領域情報およびＡＰ情報を含む多数
のコンテンツ提供領域情報を含むコンテンツ提供領域情報リストを要求するコンテンツ提
供領域情報リスト要求段階と、前記要求に対して無線ＬＡＮ情報管理部からコンテンツ提
供領域情報リストをダウンロードして格納部に格納するダウンロード段階とを含むことを
特徴とする。
【００２３】
　前記コンテンツ獲得過程は、ＡＰの検出の際に前記検出されたＡＰのＡＰ情報を含むコ
ンテンツ照会要求信号を生成して無線ＬＡＮ情報管理部へ伝送するコンテンツ照会要求段
階と、前記要求に対して前記無線ＬＡＮ情報管理部から前記ＡＰ情報に対応するコンテン
ツ情報を受信して獲得するコンテンツ情報獲得段階とを含むことを特徴とする。
【００２４】
　前記コンテンツ照会要求段階は、ユーザー端末の制御部が無線通信部を介して任意のＡ
Ｐからの無線信号受信の受信有無によってＡＰを検出するＡＰ検出段階と、ＡＰ検出の際
に前記ＡＰから受信された無線信号のＲＳＳＩを測定し、測定されたＲＳＳＩが所定のコ
ンテンツ提供領域進入基準値より大きいかを比較して、ユーザー端末がコンテンツ提供領
域に進入したか否かを判断するコンテンツ提供領域進入判断段階と、前記コンテンツ提供
領域に進入したと判断される場合、前記コンテンツ照会を要求するコンテンツ照会段階と
を含むことを特徴とする。
【００２５】
　前記コンテンツ照会要求段階は、前記コンテンツ提供領域進入判断段階でコンテンツ提
供領域に進入したと判断されると、検出されたＡＰのＡＰ情報に対するコンテンツが格納
部に予め格納されているか否かを判断するコンテンツ格納有無判断段階をさらに含むが、
前記ＡＰ情報に対するコンテンツが格納部に格納されている場合には、格納されたコンテ
ンツを実行し、格納されていない場合には、前記コンテンツ照会要求段階を行うことを特
徴とする。
【００２６】
　コンテンツ実行過程は、前記ユーザー端末が、前記コンテンツ情報が受信されると、前
記コンテンツ情報のコンテンツがアプリであるか否かを判断するアプリ判断段階と、前記
アプリ判断段階で前記コンテンツ情報のコンテンツがアプリであれば、以前インストール
有無を検査するアプリインストール判断段階と、前記アプリがインストールされていない
場合には、前記コンテンツ情報に対応するコンテンツ提供部に接続して前記コンテンツ情
報に対応するコンテンツたるアプリをダウンロードするコンテンツダウンロード段階と、
前記ダウンロードしたアプリをインストールするアプリインストール段階と、前記インス
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トールされたアプリを実行するアプリ実行段階とを含むことを特徴とする。
【００２７】
　前記方法は、現在状態が省電源モードであるか省電源解除モードであるかを判断し、省
電源モードであれば、無線通信部を非活性化させ、省電源解除モードであれば、無線通信
部を活性化させる省電源モード過程をさらに含むが、前記コンテンツ情報獲得過程および
コンテンツ実行過程は、前記省電源解除モードで行われることを特徴とする。
【００２８】
　前記省電源モード設定過程は、省電源モードか省電源解除モードかを判断する省電源モ
ード判断段階と、前記設定された省電源モードの設定に応じて無線通信部を活性化および
非活性化させる無線通信部活性／不活性段階とを含むことを特徴とする。
【００２９】
　前記省電源モード判断段階は、センサー部を介してユーザー端末の移動によるセンシン
グ値を収集するセンシング値収集段階と、前記収集されたセンシング値によって、ユーザ
ー端末の移動有無からユーザーの移動有無を間接的に判断するユーザー移動判断段階と、
前記ユーザーが移動中であれば、省電源解除モードを設定し、ユーザーが停止状態であれ
ば、省電源モードを設定する省電源モード設定段階とを含むことを特徴とする。
【００３０】
　前記省電源モード判断段階は、表示部の画面がオフされた状態であるか否かを判断する
画面オフ検出段階と、前記画面がオフされた状態で、入力部からホームボタン信号または
画面切替ボタン信号が入力されるかを判断する画面オン検出段階と、前記画面がオフ状態
であれば省電源モードを設定し、前記画面がオン状態であれば省電源解除モードを設定す
る省電源モード設定段階とを含むことを特徴とする。
【発明の効果】
【００３１】
　本発明は、ユーザーが、任意のＡＰによるＷｉ－Ｆｉ領域がカバーする一定のコンテン
ツ提供領域に進入すると、ＡＰに無線接続するユーザー端末で前記コンテンツ提供領域に
対する該当コンテンツを自動的に表示するので、ユーザーはコンテンツ提供領域に対する
様々な情報を容易に把握することができるという効果を持つ。
【００３２】
　また、本発明は、ユーザーの移動経路や、コンテンツ提供領域を訪問するユーザーの訪
問パターンなどを分析するためのユーザー情報、およびユーザーが進入したコンテンツ提
供領域に対する情報を収集して活用することができるという効果を持つ。
【００３３】
　また、本発明は、ＡＰを利用するので、ユーザー端末の無線通信部を常に駆動すること
による電力消耗を防止するために、センサー、設定時間、特定のイベントおよびバッテリ
ーの残量による電力制御を行うので、バッテリーの無駄な消耗を最小化することができる
という効果を持つ。
【００３４】
　また、本発明は、コンテンツ提供領域で提供するコンテンツを介してコンテンツ提供領
域の事業者が提供する積立、割引などの様々なサービスを迅速に把握することができ、前
記コンテンツ提供領域に対する様々な情報を速く知ることができるという効果を持つ。例
えば、前記コンテンツ提供領域が公演場である場合、エチケットモードを設定しなければ
ならないことを通知する情報を提供することができる。
【００３５】
　また、本発明は、前記コンテンツ提供領域を提供する企業体で提供するアプリのインス
トールを拡大することができるという効果を持ち、該当コンテンツ提供領域への訪問時の
アプリ使用率を増加させることができ、これによりアプリ広報効果および企業体広報効果
を増加させることができるという効果を持つ。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
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【図１】本発明に係るアクセスポイントを利用した進入領域コンテンツ自動提供システム
の構成を示す図である。
【図２】本発明に係るアクセスポイントを利用した進入領域コンテンツ自動提供システム
を概念的に示す図である。
【図３】本発明に係る進入領域コンテンツ自動提供システムのユーザー端末の構成を示す
図である。
【図４】本発明の実施例１に係るアクセスポイントを利用した進入領域コンテンツ自動提
供方法を示す手順図である。
【図５】本発明の実施例２に係るアクセスポイントを利用した進入領域コンテンツ自動提
供方法を示す手順図である。
【図６】本発明の実施例２に係るユーザー端末における第１動作例の進入領域コンテンツ
自動提供方法を示すフローチャートである。
【図７】本発明の実施例２に係るユーザー端末における第２動作例の進入領域コンテンツ
自動提供方法を示すフローチャートである。
【図８】本発明の実施例２に係るユーザー端末における第３動作例の進入領域コンテンツ
自動提供方法を示すフローチャートである。
【図９】本発明に係るユーザー端末におけるＧＰＳモジュールおよびジャイロセンサーを
利用した電源管理方法を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００３７】
　以下、添付図面を参照して、本発明のアクセスポイントを利用した進入領域コンテンツ
自動提供システムの構成および各構成の動作を説明し、そのシステムにおけるアクセスポ
イントを利用した進入領域コンテンツ自動提供方法を説明する。
【００３８】
　図１は本発明に係るアクセスポイントを利用した進入領域コンテンツ自動提供システム
の構成を示す図であり、図２は本発明に係るアクセスポイントを利用した進入領域コンテ
ンツ自動提供システムを概念的に示す図である。次に、図１及び図２を参照して説明する
。図示の参照符号１はコンテンツ提供領域を示す。
【００３９】
　本発明に係るアクセスポイントを利用した進入領域コンテンツ自動提供システムは、ユ
ーザー端末１００、多数のアクセスポイント（Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｏｉｎｔ：以下「ＡＰ」
という）２００、無線ＬＡＮ情報管理部４００、および多数のコンテンツ提供部５００を
含み、実施例によってはビッグデータ管理部６００をさらに含む。
【００４０】
　前記ユーザー端末１００は、ＡＰ２００を介して広帯域通信網３００に接続され、広帯
域通信網３００に接続されたコンテンツ提供部５００および無線ＬＡＮ情報管理部４００
とデータ通信を行う。コンテンツ提供部５００、無線ＬＡＮ情報管理部４００およびビッ
グデータ管理部６００は、広帯域通信網３００を介して相互データ通信を行うこともでき
るだろう。
【００４１】
　本発明は、コンテンツ自動提供サービスを提供するコンテンツ提供領域に対して、コン
テンツ提供領域別にコンテンツ情報を含むコンテンツ提供領域１の領域情報、および前記
コンテンツ領域１に設置されたＡＰの情報を含むコンテンツ提供領域情報から構成される
コンテンツ領域情報リストを無線ＬＡＮ情報管理部４００から予めダウンロードして格納
した後、コンテンツ自動提供サービスを提供する実施例１と、ＡＰ検出時ごとに検出され
たＡＰが、コンテンツ自動提供サービスを提供するコンテンツ提供領域１に設置されたＡ
Ｐであるかを照会して、コンテンツ自動提供サービスを提供する実施例２から構成される
。
【実施例１】
【００４２】
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　ユーザー端末１００は、ＡＰ２００と無線データ通信を行うことが可能な無線ＬＡＮ機
能を持つ端末であって、スマートフォンやスマートパッドなどのスマート機器、ノートパ
ソコン（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ）、タブレットＰＣなどであってもよい。
【００４３】
　ユーザー端末１００は、移動中に任意のＡＰ２００を検出し、検出されたＡＰ２００を
介して広帯域通信網３００に接続する。
【００４４】
　本発明に係るユーザー端末１００は、実施例１に従って、本発明に係るコンテンツ自動
提供サービスを提供するコンテンツ提供領域１の領域情報、および前記コンテンツ領域１
別に設置されたＡＰ２００のＡＰ情報を含む多数のコンテンツ領域情報で構成されるコン
テンツ領域情報リストを無線ＬＡＮ情報管理部４００から受信して格納する。前記領域情
報は上述したようにコンテンツ情報を含む。
【００４５】
　ユーザー端末１００は、任意のＡＰ２００を検出するとき、前記格納されたコンテンツ
提供領域情報リストに、前記検出されたＡＰ情報を持つＡＰに対するコンテンツ提供領域
情報があるか否かを判断し、前記ＡＰ情報を持つコンテンツ提供領域情報があれば、前記
コンテンツ提供領域情報に含まれているコンテンツ情報に対応するコンテンツ提供部５０
０に接続して該当コンテンツをダウンロードして実行する。
【００４６】
　前記ＡＰ情報は、該当ＡＰ２００のサービスセット識別情報（Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｓｅｔ
　ＩＤｅｎｔｉｆｉｉｅｒ：以下「ＳＳＩＤ」または「ＡＰ識別情報」という）、および
ＭＡＣアドレス（ＭＡＣ　Ａｄｄｒｅｓｓ）を含む。そして、前記コンテンツは、コンテ
ンツ提供領域１に対応するアプリケーション（Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ）（以下、「アプ
リ」または「Ａｐｐ」と表記する）、コンテンツ提供領域１に対応して任意のＵＲＬのＷ
ｅｂサイトから提供される静止画像、動画像、テキスト情報などを含むコンピュータおよ
びモバイルＷｅｂサービス、コンテンツ提供領域１に対応するメンバーシップサービスな
どであってもよい。前記コンテンツ情報は、コンテンツがアプリである場合にはアプリ識
別情報（Ａｐｐ　ＩＤ）、および前記アプリを提供するコンテンツ提供部５００の情報で
あってもよく、前記コンテンツがアプリではなく他のコンテンツである場合には該当コン
テンツを提供するコンテンツ提供部５００のＵＲＬなどであってもよく、コンテンツがメ
ンバーシップサービスである場合にはメンバーシップカード情報などであってもよい。
【００４７】
　ＡＰ２００は、無線信号の送受信距離によるＷｉＦｉ領域（Ｚｏｎｅ）を形成し、路上
、建物内の商店街、家庭、電車などの様々な空間に設置される。
【００４８】
　ＡＰ２００は、ＳＳＩＤおよびＭＡＣアドレスの割り当てを受けて格納しており、自分
があることを知らせるために、前記ＳＳＩＤおよびＭＡＣアドレスを含むビーコンフレー
ム無線信号を放送する。また、ＡＰ２００は、ユーザー端末１００の要求があるとき、Ｓ
ＳＩＤおよびＭＡＣアドレスを含むプローブ応答フレーム無線信号をユーザー端末１００
へ提供することもできるであろう。
【００４９】
　コンテンツ提供領域１は、任意のＡＰ２００によって形成されるＷｉ－Ｆｉ領域内でＡ
Ｐ２００が送信する無線信号の受信信号強度（Ｒｅｃｅｉｖｅ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｓｔｒｅ
ｎｇｔｈ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ：ＲＳＳＩ）が一定値（例：－５０ｄＢ）以上である領域
と定義できるであろう。
【００５０】
　無線ＬＡＮ情報管理部４００は、コンテンツ提供領域１に対する領域情報、前記コンテ
ンツ提供領域１に含まれているＡＰの情報、およびコンテンツ提供領域に対するコンテン
ツ情報を含むコンテンツ提供領域情報を格納して管理する。前記コンテンツ情報は、コン
テンツ提供領域１に対応するアプリを提供するコンテンツ提供部５００の情報、およびア
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プリ識別情報（Ａｐｐ　ＩＤ）であってもよく、該当コンテンツ提供領域１に対応する情
報を提供するＷｅｂサイトのＵＲＬ情報であってもよい。
【００５１】
　コンテンツ提供部５００は、ユーザー端末１００からコンテンツ要求信号が受信される
と、コンテンツ要求信号に含まれているコンテンツ情報に対して予め設定されているコン
テンツをユーザー端末１００へ提供する。
【００５２】
　前記コンテンツ提供部５００は、少なくとも一つのアプリ（Ａｐｐ）を提供するアプリ
提供サーバー、任意のコンテンツを提供するためのＷｅｂページを提供するＷｅｂサーバ
ーなどであってもよい。前記コンテンツ提供部５００がアプリ提供サーバーであれば、コ
ンテンツ提供部５００は、前記コンテンツ提供領域１に対応するＷｉ－Ｆｉ領域を形成す
るＡＰ２００のＡＰ情報に対応するアプリをユーザー端末１００へ提供する。このとき、
ユーザー端末１００は、前記アプリがインストールされていない場合には前記アプリをイ
ンストールする。
【００５３】
　前記コンテンツ提供部５００がＷｅｂサーバーである場合、前記コンテンツ提供部５０
０は、ＷｅｂサービスによるＷｅｂページをユーザー端末１００に伝送して表示するよう
にする。
【実施例２】
【００５４】
　実施例２に係るユーザー端末１００は、任意のＡＰ２００を検出するとき、前記ＡＰ２
００のＡＰ情報を検出し、ＡＰ情報を含むコンテンツ照会要求信号を無線ＬＡＮ情報管理
部４００へ伝送し、これに対応するコンテンツ情報を受信し、前記受信されたコンテンツ
情報のコンテンツを提供するコンテンツ提供部５００に接続して該当コンテンツをダウン
ロードしてユーザーへ提供する。
【００５５】
　無線ＬＡＮ情報管理部４００は、ユーザー端末１００からＳＳＩＤおよびＭＡＣアドレ
スのうちの少なくとも１つを備えるＡＰ情報を含むコンテンツ照会要求信号が受信される
と、ＡＰ情報に対応するコンテンツ情報をユーザー端末１００へ提供する。
【００５６】
　他の構成は、実施例１の構成と同様であるので、その説明を省略する。
【００５７】
　図３は本発明に係る進入領域コンテンツ自動提供システムのユーザー端末の構成を示す
図である。以下、図３を参照して、本発明に係るユーザー端末１００の具体的な構成およ
び各構成の動作を説明する。
【００５８】
　ユーザー端末１００は、制御部１０、格納部２０、表示部３０、入力部４０、通信部５
０、ＧＰＳモジュール６０およびセンサー部７０を含む。
【００５９】
　格納部２０は、本発明に係る動作を制御するための制御プログラムを格納するプログラ
ム領域、前記制御プログラムの実行中に発生するデータを一時格納するための臨時領域、
並びに検出されたＡＰ２００に対するＡＰ情報およびＡＰ情報別のコンテンツなど、ユー
ザーまたは前記制御プログラムによって発生するデータを格納するデータ領域を含む。前
記格納部２０は、本発明の実施例１によってコンテンツ提供領域情報リストを格納し、本
発明の実施例２によって実行されたコンテンツに対するＡＰ情報およびコンテンツ情報を
格納する。
【００６０】
　表示部３０は、制御部１０の制御によるユーザー端末１００の動作状態、本発明に係る
コンテンツの実行に対応する画面を表示する。
【００６１】
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　入力部４０は、ホームボタン、画面（オン／オフ）切替ボタン、ボリュームボタンなど
のボタンを備え、押されたボタンに対するボタン信号を制御部１０へ出力するためのボタ
ン入力装置、および前記表示部３０の画面に一体に構成され、ユーザーによってタッチさ
れた画面の位置情報を出力するタッチパッド（タッチスクリーン）を含む。
【００６２】
　無線通信部５０は、ＡＰ２００と無線で接続されて無線信号の送受信による無線データ
通信を行う送受信部５１、及び前記送受信部５１を介してＡＰ２００から受信される無線
信号のＲＳＳＩを測定して制御部１０へ出力するＲＳＳＩ測定部５２を含む。
【００６３】
　ＧＰＳモジュール６０は、少なくとも３つの衛星測位システム（Ｇｌｏｂａｌ　Ｐｏｓ
ｉｔｉｏｎｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ：ＧＰＳ）衛星からそれぞれの位置データおよび絶対時
刻情報を受信して制御部１０へ出力し、或いは前記受信された位置データおよび絶対時刻
情報によるユーザー端末１００の現在位置を測定して制御部１０へ出力する。
【００６４】
　センサー部７０は、ユーザー端末１００の周辺状態を測定するための多数のセンサーを
備え、前記センサーで検出されたセンシング値を制御部１０へ出力する。前記センサーは
、ジャイロセンサー、地磁気センサー、加速度センサー、重力センサー、光センサー（照
度センサー）などであってもよい。
【００６５】
　バッテリー残量測定部８０は、バッテリー（図示せず）の残量を測定して制御部１０へ
出力する。
【００６６】
　制御部１０は、ＡＰ検出部１１、進入検出部１２、コンテンツ照会部１３、コンテンツ
実行部１４、ユーザー情報提供部１５、移動判断部１６、タイマー１７および電源管理部
１８を含んで、本発明に係るユーザー端末１００の全般的な動作を制御する。
【００６７】
　具体的に説明すると、ＡＰ検出部１１は、前記無線通信部５０を介してビーコンフレー
ムおよびプローブ応答フレームなどの無線信号の受信有無に応じて任意のＡＰ２００を検
出し、ＡＰ２００検出の際に無線信号からＡＰ情報を検出して格納する。
【００６８】
　進入検出部１２は、前記ＡＰ検出部１１を介してＡＰ２００が検出された場合、ＲＳＳ
Ｉ測定部５２で測定されたＲＳＳＩが所定の基準値以上であるか否かを判断し、ユーザー
端末１００がコンテンツ提供領域１に進入したか否かを判断する。
【００６９】
　コンテンツ照会部１３は、本発明の実施例１によってコンテンツ提供領域情報更新イベ
ントの発生時に、無線通信部を介して無線ＬＡＮ情報管理部４００に、コンテンツ提供領
域の領域情報およびアクセスポイント情報を含むコンテンツ提供領域情報を含むコンテン
ツ提供領域情報リストを要求し、受信して格納し、前記コンテンツ提供領域進入判断の際
に検出されたアクセスポイント情報と一致するアクセスポイント情報を含むコンテンツ提
供領域情報が前記コンテンツ提供情報リストにあるか否かを判断する。コンテンツ提供領
域情報更新イベントは、本発明に係る制御プログラムの最初駆動の際に、一定の時間、日
、週、月および年の周期で発生するように構成されてもよく、ユーザーの要求があるとき
に発生するように構成されてもよい。
【００７０】
　また、コンテンツ照会部１３は、本発明の実施例２によって、前記進入検出部１２を介
して任意のコンテンツ提供領域１に進入したと判断されると、以前に該当コンテンツ提供
領域１に対するコンテンツを実行したことがなければ、ＡＰ情報を含むコンテンツ照会信
号を生成して無線ＬＡＮ情報管理部４００へ伝送し、それに応答してコンテンツ情報を受
信して格納する。
【００７１】
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　コンテンツ実行部１４は、前記コンテンツ情報に対応するコンテンツ提供部５００に接
続して該当コンテンツをダウンロードして実行するか、或いは格納部２０に格納されてい
るコンテンツを実行する。
【００７２】
　ユーザー情報提供部１５は、ユーザーがユーザー情報の提供に同意するか否かに関する
情報に基づいて、ユーザー同意情報を無線通信部５０を介してビッグデータ管理部６００
へ提供する。前記ユーザー同意情報はユーザー情報、およびコンテンツ提供領域１に対す
るコンテンツ提供領域情報などを含む。前記ユーザー情報はユーザーの名前、年齢、性別
などの情報であってもよい。
【００７３】
　移動判断部１６は、ＧＰＳモジュール６０およびセンサー部７０を介してユーザー端末
１００を用いてユーザーの移動有無を間接的に判断する。
【００７４】
　タイマー１７は、現在時刻をカウントし、ユーザー端末１００で使用される各種時間を
カウントする。
【００７５】
　電源管理部１８は、前記移動判断部１６、タイマー１７および格納部２０に格納された
無線通信部オン／オフ設定情報、入力部４０からのボタン信号などによる省電源モードか
否かを判断し、省電源モードと判断されると、無線通信部５０を非活性化させ、省電源モ
ードでないと判断されると、無線通信部５０を活性化させる。
【００７６】
　具体的には、電源管理部１８は、移動判断部１６によって、ユーザーが停止状態でると
判断されると、省電源モードを設定し、ユーザーが盛んに動いている状態であると判断さ
れると、省電源モードを解除する。
【００７７】
　また、電源管理部１８は、タイマー１７によってカウントされる現在時刻と、予め設定
されている省電源モード自動切替設定時間とを比較して、現在時刻が省電源モード自動切
替設定時間であれば、省電源モードを設定する。たとえば、前記省電力自動切替設定時間
は、ユーザーが眠る時間などであることもあり、前記ユーザーが眠る時間には省電源モー
ドを設定して無線通信部５０を非活性化させる。
【００７８】
　また、電源管理部１８は、入力部４０からホームボタンがクリックされるとき或いは画
面がオフ状態からオン状態に切り替えられるときにのみ無線通信部５０を活性化させるよ
うに構成されてもよい。
【００７９】
　また、電源管理部１８は、バッテリー残量測定部８０で測定されたバッテリー（図示せ
ず）の残量が基準値以下であれば無条件的に省電源モードを設定するように構成されても
よい。
【００８０】
　また、電源管理部１８は、上述した少なくとも２つの方式を適用して無線通信部５０を
活性化または非活性化させてバッテリー電源を管理するように構成されてもよい。
【００８１】
　図４は本発明の実施例１に係るアクセスポイントを利用した進入領域コンテンツ自動提
供方法を示す手順図である。以下、図４を参照して、ＡＰ２００を利用した進入領域コン
テンツ自動提供方法を説明する。
【００８２】
　まず、ユーザー端末１００は、無線ＬＡＮ情報管理部４００にコンテンツ提供領域情報
リストを要求する（Ｓ１０１）。ユーザー端末１００は、本発明に係る制御プログラムの
最初駆動時に、または一定の時間単位、一定の日、週、年単位などでコンテンツ提供領域
情報リストを要求することも、ユーザーの要求に応えて要求することもできる。
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【００８３】
　無線ＬＡＮ情報管理部４００は、ユーザー端末１００からコンテンツ提供領域情報リス
トの要求が発生すると、前記ユーザー端末１００にコンテンツ提供領域情報リストを提供
する（Ｓ１０３）。
【００８４】
　ユーザー端末１００は、無線通信部５０を介して放送されるビーコンフレームがあるか
否かを検査して、周辺にＡＰ２００があるか否かを検出する（Ｓ１１３）。
【００８５】
　前記検出中に任意のＡＰ２００から無線信号が受信されて（Ｓ１１１）ＡＰ２００が検
出されると、ユーザー端末１００は、前記無線信号からＡＰ情報を検出して格納部２０に
格納する（Ｓ１１５）。
【００８６】
　前記ＡＰ情報が検出されて格納されると、ユーザー端末１００は、検出されたＡＰ情報
と一致するＡＰ情報を持つコンテンツ提供領域情報がコンテンツ提供領域情報リストにあ
るか否かを検査し、前記検出されたＡＰ情報に対するＡＰ２００の登録有無を判断する（
Ｓ１１４）。
【００８７】
　前記検出されたＡＰ情報に対するＡＰが登録されている場合、ユーザー端末１００は、
登録されたＡＰに対するコンテンツが格納部２０にあるか否かを検査する（Ｓ１１７）。
【００８８】
　コンテンツがあれば、ユーザー端末１００はコンテンツを実行し（Ｓ１２５）、コンテ
ンツがなければ、格納されているコンテンツ提供領域情報のコンテンツ情報に対応するコ
ンテンツ提供部５００に接続し、該当コンテンツをダウンロードして（Ｓ１２３）実行す
る（Ｓ１２５）。
【００８９】
　前記コンテンツが実行される途中で或いは実行完了した後、ユーザー端末１００は、ユ
ーザー情報に同意するか否かによって、ユーザー同意情報をビッグデータ管理部６００に
提供する（Ｓ１２７）。このとき、前記ユーザー同意情報には、ユーザー情報およびユー
ザーが進入したコンテンツ提供領域１に対するコンテンツ提供領域情報などが含まれる。
【００９０】
　図５は本発明の実施例２に係るアクセスポイントを利用した進入領域コンテンツ自動提
供方法を示す手順図である。
【００９１】
　まず、ユーザー端末１００は、無線通信部５０を介して、放送されるビーコンフレーム
があるか否かを検査し、周辺にＡＰ２００があるか否かを検出する（Ｓ１１３）。
【００９２】
　前記検出中に任意のＡＰ２００から無線信号が受信されて（Ｓ１１１）ＡＰ２００が検
出されると、ユーザー端末１００は、前記無線信号からＡＰ情報を検出して格納部２０に
格納する（Ｓ１１５）。
【００９３】
　前記ＡＰ情報が検出されて格納されると、ユーザー端末１００は、検出されたＡＰ情報
に対して以前コンテンツがあるか否かを判断する（Ｓ１１７）。
【００９４】
　コンテンツがあれば、ユーザー端末１００は、コンテンツを実行し（Ｓ１２５）、コン
テンツがなければ、無線ＬＡＮ情報管理部４００へ、前記ＡＰ情報を含むコンテンツ照会
要求信号を伝送する（Ｓ１１９）。前記検出されたＡＰ情報を持つＡＰ２００によって形
成されるコンテンツ提供領域が「ＬＧ２５時」コンビニであり、コンテンツがアプリであ
る場合を例として挙げて説明すると、ユーザー端末１００は、ＡＰ情報、すなわち「ＬＧ
２５時」コンビニに対するアプリが以前にインストールされているか否かを判断し、イン
ストールされている場合には該当アプリを直ちに実行する。一方、「ＬＧ２５時」コンビ
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ニに対するアプリがインストールされていない場合には、ユーザー端末１００は、前記Ａ
Ｐ情報（以前に格納された情報がないので、前記コンテンツ提供領域１が「ＬＧ２５時」
コンビニであるか否か分からない）を含むコンテンツ照会要求信号を無線ＬＡＮ情報管理
部４００へ伝送する。
【００９５】
　前記コンテンツ照会要求信号を受信した無線ＬＡＮ情報管理部４００は、コンテンツ照
会要求信号からＡＰ情報を検出し、ＡＰ情報に対応するコンテンツ情報を検索した後、コ
ンテンツ情報通知信号に乗せてユーザー端末１００へ提供する（Ｓ１２１）。前記コンテ
ンツ情報には、コンテンツの種類に応じて、コンテンツ提供部５００のＩＰアドレス、ア
プリ情報、ＵＲＬアドレス、メンバーシップカード情報、コンテンツ提供領域情報などを
含むことができる。
【００９６】
　前記コンテンツ情報通知信号を受信したユーザー端末１００は、コンテンツ情報によっ
て該当コンテンツ提供部５００に接続してコンテンツ要求信号を伝送し、該当コンテンツ
をダウンロードして格納部２０に格納する（Ｓ１２３）。
【００９７】
　コンテンツが格納されると、ユーザー端末１００は該当コンテンツを実行する（Ｓ１２
５）。
【００９８】
　図６は本発明の実施例２に係るユーザー端末における第１動作例の進入領域コンテンツ
自動提供方法を示すフローチャートである。図６を参照して、本発明の実施例２に係るユ
ーザー端末１００の第１動作例を説明する。
【００９９】
　まず、ユーザー端末１００の制御部１０のＡＰ検出部１１は、無線通信部５０を介して
ＡＰ２００が検出されるかをモニタリングする（Ｓ２１１）。
【０１００】
　前記ＡＰモニタリング中に任意のＡＰ２００が検出されると、制御部１０の進入検出部
１２は、ＲＳＳＩ測定部５２でＲＳＳＩを測定し（Ｓ２１３）、測定されたＲＳＳＩが所
定のコンテンツ提供領域進入基準ＲＳＳＩ（以下、「コンテンツ提供領域進入基準値」と
いう。）より大きいかを検査することにより、コンテンツ提供領域１に進入したか否かを
判断する（Ｓ２１５）。
【０１０１】
　測定されたＲＳＳＩがコンテンツ提供領域進入基準値より大きければ、進入検出部１２
は、コンテンツ提供領域１に進入したと判断して、該当ＡＰ２００から受信された無線信
号からＡＰ情報を検出する（Ｓ２１７）。
【０１０２】
　ＡＰ情報が受信されると、コンテンツ照会部１３は、前記検出されたＡＰ情報を含むコ
ンテンツ照会要求信号を生成して無線ＬＡＮ情報管理部４００へ伝送し、これに応答して
コンテンツ情報を受信する（Ｓ２１９）。
【０１０３】
　前記コンテンツ情報が受信されると、コンテンツ照会部１３は、前記コンテンツ情報に
よって該当コンテンツ提供部５００に接続して該当コンテンツをダウンロードする（Ｓ２
２１、Ｓ２２３）。
【０１０４】
　コンテンツがダウンロードされると、コンテンツ実行部１４は、該当コンテンツがアプ
リであるか、アプリではなく他のコンテンツであるかを判断する（Ｓ２２５）。
【０１０５】
　アプリでなければ、コンテンツ実行部１４は該当コンテンツを実行し、アプリであれば
、前記コンテンツ提供領域１に対するアプリがインストールされているか否かを判断する
（Ｓ２２９）。判断の結果、アプリがインストールされていない場合には、ダウンロード
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したアプリをインストールする（Ｓ２３１）。アプリを実行し（Ｓ２３３）、以前にイン
ストールされていれば、直ちにアプリを実行する（Ｓ２３３）。
【０１０６】
　前記アプリが実行されると、制御部１０は、ＡＰ情報、コンテンツおよびコンテンツ実
行履歴情報などを格納部２０に格納する（Ｓ２３５）。
【０１０７】
　図７は本発明の実施例２に係るユーザー端末における第２動作例の進入領域コンテンツ
自動提供方法を示すフローチャートである。
【０１０８】
　前記図６では無条件的にコンテンツをダウンロードする場合を示す方法である。次に、
図６を参照して、ＡＰ情報の検出の際に、検出されたＡＰ２００のＡＰ情報に対して以前
にダウンロードしたコンテンツがあるか否かを検査し、以前にダウンロードしたコンテン
ツの存否による動作を説明する。
【０１０９】
　ユーザー端末１００の制御部１０は、前記図６のＳ２１１～Ｓ２１７と同様のＳ３１１
～Ｓ３１７を行う。よって、前記Ｓ３１１～Ｓ３１７については説明しない。
【０１１０】
　Ｓ３１７でＡＰ情報が検出されると、制御部１０のコンテンツ実行部１４は、前記検出
されたＡＰ情報に対して以前にダウンロードしたコンテンツが格納部２０にあるか否かを
検査する（Ｓ３１９）。
【０１１１】
　検査の結果、格納部２０に以前にダウンロードしたコンテンツがあれば、コンテンツ実
行部１４は、該当コンテンツがアプリであるか、アプリではなく他のコンテンツであるか
を判断する（Ｓ３２０）。
【０１１２】
　コンテンツがアプリであれば、コンテンツ実行部１４は、該当アプリを実行した後（Ｓ
３３３）、ＡＰ情報、およびコンテンツに対する実行履歴を格納部２０に格納し（Ｓ３３
５）、コンテンツがアプリでなければ、該当コンテンツを実行した後（Ｓ３２９）、アプ
リ実行履歴を格納部２０に格納する（Ｓ３３５）。
【０１１３】
　一方、前記検出されたＡＰ情報に対する以前のコンテンツ情報が格納部２０になければ
、制御部１０のコンテンツ照会部１３は、ＡＰ情報を含むコンテンツ照会要求信号を無線
ＬＡＮ情報管理部４００に伝送して照会し（Ｓ３２１）、それに対するコンテンツをダウ
ンロードして格納部２０に格納する（Ｓ３２３、Ｓ３２５）。
【０１１４】
　前記ダウンロードの完了後に、コンテンツ実行部１４は、ダウンロードしたコンテンツ
がアプリであるか他のコンテンツであるかを判断する（Ｓ３２７）。
【０１１５】
　判断の結果、コンテンツがアプリであれば、コンテンツ実行部１４は、該当アプリをイ
ンストールした後（Ｓ３３１）、アプリを実行する（Ｓ３３３）。
【０１１６】
　一方、コンテンツがアプリでなければ、コンテンツ実行部１４は該当コンテンツを実行
する（Ｓ３２９）。
【０１１７】
　前記コンテンツが実行されると、コンテンツ実行部１４は、ＡＰ情報およびコンテンツ
と、コンテンツ実行に対する履歴を格納部２０に格納する（Ｓ３３５）。
【０１１８】
　図８は本発明の実施例２に係るユーザー端末における第３動作例の進入領域コンテンツ
自動提供方法を示すフローチャートであって、無線ＬＡＮ情報管理部４００から獲得され
たコンテンツ情報によってコンテンツの種類を識別する場合を示すものである。
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【０１１９】
　次に、図８を参照すると、ユーザー端末１００の制御部１０は、前記図６のＳ２１１～
Ｓ２１９と同様のＳ４１１～Ｓ４１９を行う。よって、前記Ｓ４１１～Ｓ４１９について
は説明しない。
【０１２０】
　前記Ｓ４１９でＡＰ情報が照会されてＡＰ情報に対するコンテンツ情報が無線ＬＡＮ情
報管理部４００から受信されると、制御部１０は、コンテンツ情報を分析し、コンテンツ
がアプリであるか、それともアプリではなく他のコンテンツであるかを判断する（Ｓ４２
１）。
【０１２１】
　判断の結果、コンテンツがアプリでなければ、制御部１０は、コンテンツ情報に対応す
るコンテンツ提供部５００に接続して該当コンテンツをダウンロードした後（Ｓ４２３）
、コンテンツを実行する（Ｓ４２５）。
【０１２２】
　一方、コンテンツがアプリであれば、制御部１０は、前記コンテンツ情報のアプリが以
前にインストールされているか否かを判断する（Ｓ４２６）。
【０１２３】
　判断の結果、アプリがインストールされていない場合、制御部１０は、コンテンツ情報
に対応するコンテンツ提供部５００に接続して該当アプリをダウンロードして（Ｓ４２７
）インストールした後（Ｓ４２９）、実行する（Ｓ４３１）。
【０１２４】
　前記図６～図８では実施例２についてのみ説明したが、実施例１の場合にも、照会過程
を行なわないだけで、予め無線ＬＡＮ情報管理部４００から受信して格納しているコンテ
ンツ提供領域情報リストによって同様に適用できるだろう。
【０１２５】
　図９は本発明に係るユーザー端末におけるＧＰＳモジュールおよびジャイロセンサーを
利用した電源管理方法を示すフローチャートである。
【０１２６】
　図９を参照すると、制御部１０の電源管理部１８は、ＧＰＳモジュール６０が活性化さ
れているか非活性化されているか、ＧＰＳモジュール６０の状態を検査する（Ｓ５１１）
。
【０１２７】
　検査の結果、ＧＰＳモジュール６０が非活性化されていると、移動判断部１４にユーザ
ーの移動有無判断を要求する（Ｓ５１３）。すると、移動判断部１４は、センサー部７０
で測定されるセンシング値によって、ユーザーが移動中であるか否かを判断し、その判断
結果を電源管理部１８にリターンする。
【０１２８】
　すると、電源管理部１８は、リターンされたユーザーの移動有無判断結果を分析し、ユ
ーザーが停止状態であるか否かを判断する（Ｓ５１５）。
【０１２９】
　ユーザーが移動中である場合、電源管理部１８は、無線通信部５０が非活性化状態であ
れば活性化させ、無線通信部が活性化状態であればその状態を維持する（Ｓ５２１）。
【０１３０】
　これに対し、ユーザーが停止状態である場合、電源管理部１８は、無線通信部５０が活
性化状態であれば非活性化させ、非活性化状態であれば、その状態を維持する（Ｓ５１９
）。
【０１３１】
　そして、前記ＧＰＳモジュール６０の活性化か否かの判断で活性化されていると判断さ
れると、電源管理部１８は、ＧＰＳ信号の受信有無およびＧＰＳ信号の強度によって、現
在位置が室内であるか室外であるかを判断する（Ｓ５１７）。図９では、ＧＰＳモジュー
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ル６０を利用する場合、室内か室外かによって、省電源モードを設定するか否かを決定し
たが、ＧＰＳモジュール６０の位置追跡を用いた移動有無の判断と組み合わせて省電源モ
ードを設定するように構成されてもよい。
【０１３２】
　判断の結果、電源管理部１８０は、室内であれば、無線通信部５０を活性化させ（Ｓ５
２１）、室外であれば、無線通信部５０を非活性化させる（Ｓ５１９）。
【０１３３】
　前記ＧＰＳモジュールを利用した電源管理は、ユーザーが設定情報の変更によって選択
的に動作することができる。
【０１３４】
　一方、本発明は、前述した典型的な好適な実施例のみに限定されるものではなく、本発
明の要旨を逸脱することなく様々に改良、変更、代替または付加して実施することができ
るのは、当該技術分野における通常の知識を有する者であれば容易に理解することができ
るだろう。それらの改良、変更、代替または付加による実施が以下の添付された特許請求
の範囲の範疇に属するものであれば、その技術思想も本発明に属すると理解すべきである
。
【符号の説明】
【０１３５】
　１０　　制御部
　１１　　ＡＰ検出部
　１２　　進入検出部
　１３　　コンテンツ照会部
　１４　　コンテンツ実行部
　１５　　ユーザー情報提供部
　１６　　移動判断部
　１７　　タイマー
　１８　　電源管理部
　２０　　格納部
　３０　　表示部
　４０　　入力部
　５０　　通信部
　５１　　送受信部
　５２　　ＲＳＳＩ測定部
　６０　　ＧＰＳモジュール
　７０　　センサー部
　８０　　バッテリー残量測定部
　１００　　ユーザー端末
　２００　　ＡＰ
　３００　　広帯域通信網
　４００　　無線ＬＡＮ情報管理部
　５００　　コンテンツ提供部
　６００　　ビッグデータ管理部
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